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この章は、次の項で構成されています。

• ファイバチャネルアダプタポリシー, 1 ページ

• SAN接続ポリシー, 3 ページ

• ストレージ接続ポリシー, 3 ページ

• ファイバチャネルのゾーン分割, 5 ページ

• ダイレクトアタッチドストレージ, 6 ページ

ファイバチャネルアダプタポリシー
ファイバチャネルアダプタポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のア

ダプタの動作を制御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を

変更できます。

•キュー

•割り込み処理

•パフォーマンス拡張

• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトによるクラスタ構成におけるフェールオーバー
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ファイバチャネルアダプタポリシーの場合は、Cisco UCS Centralで表示される値が QLogic
SANsurferなどのアプリケーションで表示される値と一致しない場合があります。たとえば、
次の値は、SANsurferと Cisco UCS Centralで一致しない可能性があります。

（注）

•ターゲットごとの最大 LUN：SANsurferの最大 LUNは 256であり、この数値を超える値
は表示されません。 Cisco UCS Centralでサポートされている最大 LUN数はこれよりも大
きくなっています。

•リンクダウンタイムアウト：SANsurferでは、リンクダウンのタイムアウトしきい値を
秒単位で設定します。CiscoUCSCentralでは、この値をミリ秒で設定します。そのため、
Cisco UCS Centralで 5500ミリ秒の値は、SANsurferでは 5秒として表示されます。

•最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可される値は 512、1024、および 2048で
す。Cisco UCSCentralでは、任意のサイズの値を設定できます。したがって、Cisco UCS
Centralで 900と設定された値は、SANsurferでは 512として表示されます。

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

Cisco UCSには、デフォルトで、ファイバチャネルアダプタポリシーのセットが用意されていま
す。これらのポリシーには、サポートされている各サーバオペレーティングシステムにおける

推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムはこれらのポリシーに影響されます。

通常、ストレージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設定を要求します。ベンダーが提供して

いるサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。

該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更し

ないでください。

（注）

ファイバチャネルアダプタポリシーの作成または編集

ステップ 1 タスクバーで、「Create Fibre Channel Adapter Policy」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create Fibre Channel Adapter Policy]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Basic]で、[Organization]をクリックして、このポリシーを作成する場所を選択します。

ステップ 3 [Name]とオプションの [Description]を入力します。
ポリシー名は大文字と小文字が区別されます。
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ステップ 4 [Resources]で、必要に応じてフィールドに値を入力します。

ステップ 5 [Settings]で、必要に応じてフィールドに値を入力します。

ステップ 6 [Create]をクリックします。

SAN 接続ポリシー
SAN接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバとSANの間の接続およびネットワーク通信リソー
スを決定します。このポリシーは、プールを使用してWWNおよびWWPNをサーバに割り当て、
サーバがネットワークと通信するために使用する vHBAを識別します。

また、このポリシーは、サービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレートに含ま

れており、複数のサーバの設定に使用できます。そのため、接続ポリシー内で静的な IDを使
用することは推奨されません。

（注）

SAN 接続ポリシーの作成または編集

ステップ 1 タスクバーで、「Create SAN Connectivity Policy」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create SAN Connectivity Policy]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Basic]で、[Organization]をクリックして、ポリシーを作成する場所を選択します。

ステップ 3 [Name]とオプションの [Description]を入力します。
大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [Identifiers]で、WWNNプールを選択します。
詳細については、WWNプールの作成と編集を参照してください。

ステップ 5 [vHBAs]で、1つ以上の vHBAを作成して、プロパティを選択します。
vHBAを手動で作成することも、vHBAテンプレートを使用することもできます。

ステップ 6 [Create]をクリックします。

ストレージ接続ポリシー
ストレージ接続ポリシーには、ファイバチャネルゾーン分割の設定に使用するストレージアレ

イ上のターゲットストレージポートのコレクションが含まれています。
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Cisco UCS Centralで、組織内のストレージ接続ポリシーを作成できます。

ストレージ接続ポリシーの作成または編集

はじめる前に

ステップ 1 タスクバーで、「Create Storage Connection Policy」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create Storage Connection Policy]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 2 [Basic]で、ドロップダウンから [Organization]を選択します。
a) このポリシーの [Name]とオプションの [Description]を入力します。
b) [Zoning Type]を選択します。次のいずれかになります。

• [None]：FCゾーン分割は設定されません。

• [Single Initiator Single Target]：システムが自動的に vHBAとストレージポートのペアごとに 1つ
ずつゾーンを作成します。各ゾーンには 2つのメンバが含まれます。ゾーンの数がサポートされ
る最大数を超える見込みがない場合は、このタイプのゾーン分割を設定することをお勧めします。

これはデフォルトです。

• [Single InitiatorMultiple Targets]：システムが自動的に vHBAごとに 1つずつゾーンを作成します。
ゾーンの数がサポートされている最大値に到達またはそれを超えると予想される場合は、このタ

イプのゾーン分割を設定することを推奨します。

ステップ 3 [Endpoints]をクリックして、プラス記号をクリックし、[WWPN]を追加します。
WWPNは、ファイバチャネルまたは FCoEのストレージアレイ上で設定された LUNにアクセスするた
めにサーバが使用する、そのストレージアレイ上の物理ターゲットポートに割り当てられます。

a) [FC Target Endpoints] > [Basic]タブで、オプションの説明を入力し、[Path]フィールドでファブリック
インターコネクトを選択します。

デフォルトで、ファブリックインターコネクトAはターゲットエンドポイントとの通信に使用されま
す。

b) [FC Target Endpoints] > [VSAN]タブで、FIポートに関連付けられた VSANとターゲットエンドポイン
トを選択します。

ステップ 4 [Create]をクリックします。
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次の作業

ファイバチャネルのゾーン分割
ファイバチャネル（FC）ゾーン分割によって、ファイバチャネルファブリックを1つ以上のゾー
ンに区切ることができます。各ゾーンでは、VSANで相互通信できる FCイニシエータと FCター
ゲットのセットが定義されます。

ゾーン分割がもたらすアクセス制御とデータトラフィック制御によって以下が可能になります。

• SANネットワークセキュリティの強化

•データの損失や破損の防止

•パフォーマンス問題の軽減

Cisco UCS Central FCゾーン分割は、ダイレクトアタッチドストレージとローカルゾーン分割の
組み合わせです。ファイバチャネルまたは FCoEストレージがファブリックインターコネクトに
直接接続され、ゾーン分割が Cisco UCS Centralで Cisco UCSローカルゾーン分割を使用して実行
されます。

ゾーニングの設定

このダイアログボックスは、選択されたグローバルサービスプロファイルまたはサービスプ

ロファイルテンプレートに SAN接続ポリシーが関連付けられている場合は読み取り専用にな
ります。

（注）

ステップ 1 [Service Profile]ページまたは [Service Profile Template]ページで、[Settings]アイコンをクリックします。

ステップ 2 [Configure Zoning]をクリックします。
これにより、[Configure Zoning]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 プラスアイコンをクリックして新しい vHBAイニシエータグループを追加し、そのグループに使用する
名前を入力します。

ステップ 4 [Basic]に、オプションの説明を入力します。

ステップ 5 [vHBA Initiators]で、追加する vHBAイニシエータを選択します。

ステップ 6 [Storage Connection Policy]で、使用するポリシーを選択します。

ステップ 7 [Save]をクリックします。
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ダイレクトアタッチドストレージ
ダイレクトアタッチドストレージ（DAS）は、FCストレージポートを使用して、ファブリック
インターコネクト上のポートに FCストレージデバイスを接続します。

ダイレクトアタッチドストレージの設定

ステップ 1 FIが FCスイッチモードで設定されていることを確認します。

ステップ 2 ストレージクラウドで VSANを作成します。

ステップ 3 ポートロールを FCスイッチモードに設定します。

ステップ 4 次の手順を実行して、ストレージポートWWPNがファブリックインターコネクトにログインしているこ
とを確認します。

a) セキュアシェル（SSH）経由でログインするか、プライマリ FI上の UCS仮想 IP（VIP）への Telnet接
続を確立します。

b) connect nxos { a | b }コマンドを入力します。ここで、a | bは FI Aまたは FI Bを表します。
c) show flogi database vsanvsan IDコマンドを入力します。ここで、vsan IDは VSANの識別子です。

ステップ 5 ストレージ接続ポリシーを作成します。

ステップ 6 作成したストレージ接続ポリシーを使用するサービスプロファイルを作成します。

ステップ 7 サービスプロファイルをサーバに関連付けます。
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